
















































































































































































1957 31 1 13 主婦の店ダイエーが大阪・千林に開店。取り扱いは化粧品・薬品・雑貨・菓子。
1958 209 2
1959 1,421 2 三宮店移転、精肉・衣料品・日用品の取り扱い。味の素が卸経由の製品販売を
認める。
1960 3,167 3 鮮魚・青果・電気製品の取り扱い。中元・歳暮贈答品売場開設。
1961 7,720 6 店舗拡張で三宮店は当時日本最大のスーパーに。
1962 11,926 7 1,000 東洋紡とカッターシャツ開発（プライベートブランド。当時はストアブランド）。
1963 18,377 15 1,200 西宮本社社屋完成。福岡天神店開店（福岡進出）。家具の取り扱い。大卒定期
採用開始で大卒１期生入社。
1964 26,642 20 東京の中堅スーパーの一徳を買収（４店出店、東京進出）。岡山・松山に開店。
1965 32,899 21 2,500
1966 39,225 24
1967 51,562 30 3,500 大手家電メーカーのヤミ再販を政府に直訴（松下電器産業と対立）。川口店開
店（首都圏での本格店な出店）。
1968 72,107 34 4,500 首都圏レインボー作戦発表。日本初の本格郊外型SC（ショッピングセンター）
を大阪府香里に開店。
1969 91,602 44 本部を西宮から大阪市中津に移転。原町田店開店。紳士服専門店のロベルト設立。
1970 143,662 58 9,660 酒類販売を開始。ドムドム（ファストフード）・フォルクス（ステーキレスト
ラン）設立。５万円台のカラーテレビ（ブランド名ブブ）発売。
1971 207,113 75 11,873 大証２部に株式上場。福岡ショッパーズプラザ開店（当時日本最大規模）。
1972 305,198 90 13,805 大証１部に指定替え。東証１部に株式上場。三越を抜いて小売売上高日本一。
山形店開店（東北進出）。ダイエーパールリッジ店開店（海外出店第１号とし
て米国進出）。
1973 476,598 111 19,749 札幌店開店（北海道進出）。大規模店舗小売法制定（翌年施行）。
1974 639,980 119 19,644 ローソンミルク社と業務提携（コンビニエンスストアのノウハウ導入）。
1975 705,996 129 19,026 目黒・碑文谷店開店。同店では新商品分類を実施（問屋・メーカーの素材別か
ら消費者の生活場面別の分類に）。ローソン桜塚店開店（コンビニ第１号店）。
クレジットカードの取り扱い開始。
1976 788,496 137 17,818 36.6
1977 876,273 146 17,447 40.8
1978 940,469 151 17,187 43.7 ノーブランド商品（ストアブランドより安価）の発売。ダイエーオレンジカー
ド発行。
1979 1,025,939 159 17,405 46.4 ビッグエー（ディスカウントショップ）開店。十字屋と提携の基本合意。
1980 1,133,960 169 17,268 50.1 小売業初の売上高１兆円突破。
1981 1,216,065 159 15,390 53.1 ポートピアにパビリオン出展。九州ダイエーに店舗17店譲渡。プランタン１
号店（三宮店）開店。
1982 1,232,250 162 15,009 54.4 ハワイ・アラモアナショッピングセンター取得。
1983 1,251,900 166 13,970 55.8
1984 1,282,678 157 13,646 56.8 ほっかほっか亭と業務提携。
1985 1,373,559 164 14,601 56.4 生活便利マガジンのオレンジページ発行。
1986 1,446,211 169 14,837 58.3
1987 1,550,314 177 15,544 59.3 ミシンメーカーのリッカーの再建支援。
1988 1,675,323 185 15,998 57.7 プロ野球の球団買収（福岡ダイエーホークス）。
1989 1,777,335 189 16,151 59.3
1990 1,842,088 191 16,797 59.2 忠実屋と業務提携。























































































































































































































































































































































































































































































































1972 ダイエー 19 5 0 1 2 0 2 1 8 鉄鋼、新聞社、化学系２、自動車系、陸運、薬局、ゴム
1975 ダイエー 24 10 0 1 2 2 2 1 6 鉄鋼、化学系、自動車系、陸運、ゴム、重機械
1980 ダイエー 30 6 0 3 2 6 2 6 5 鉄鋼、製糖、製造系、出版、不明
1983 ダイエー 22 2 0 1 2 2 3 6 6 鉄鋼、楽器製造、製糖、出版、鉄道、不明
1987 ダイエー 26 2 0 3 0 0 3 14 4 楽器製造、出版、製糖、不明
1975 いづみや 11 0 3 1 0 0 0 4 3 調査系、鉄道、不明
1975 イトーヨーカ堂 18 3 1 3 1 2 1 4 3 損保、出版卸、不明
1975 ジャスコ 25 1 3 6 0 0 0 6 9 化学、家電販売、水回り器具、大学教員、公認会計士、電機、不明３


































































































































































































































年 役職 人名 年齢 ダイエー入社までの職歴等 ダイエー内の職歴等






1972年      　  阪名地区本部長





1972年      　  総合企画室長







1972年      　  開発統括室長











1972年      　  西部地区本部長
－ 31 －


















1972年      　  阪名地区本部長
1973年03月　常務取締役










1972年   　     開発統括室長
1973年03月　常務取締役





































































































































年 役職 人名 年齢 ダイエー入社までの職歴等 ダイエー内の職歴等





1979年06月　THE DAI’EI（USA）， INC. 取締役社長











































































































































































































































































































































































（44）『For the Customers  ダイエーグループ35年
の記録』P97～98。
（45）『実業往来』編集部「再発した中内ダイエー
の人材使い捨ての病癖」『実業往来』1977年７月　
実業往来社　P20。
（46）大友達也『わがボス中内功との１万日』中経
出版　2006年　P164～169。
（47）『カリスマ　中内功とダイエーの「戦後」』
P312～315。
（48）松と打越の退任は、『実業界』編集部「再発
した中内ダイエーの人材使い捨ての病癖」『実業
界』1977年７月　実業往来社　P20。
（49）『カリスマ　中内功とダイエーの「戦後」』
P262～266。
